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人口 46 万人（2020 年）を抱える
金沢市について、地理学的には北陸
の中心都市との位置づけを真っ先に
行いたいが、一般的には歴史都市と
しての認識の方がはるかに強い。実
際、金沢といえば、兼六園や金沢城、
茶屋街などの古いまちなみを思い浮
かべる人は多く、城下町としての興
味関心が注がれる。ただし、歴史都
市としての近代以降の金沢の姿は、
どの程度、知られているのであろう
か。本稿では、そのような課題意識
を持ちながら金沢を地図や古写真か
ら探りたい。特に今日の都市構造を
知るうえで鍵となる金沢の都心軸に
焦点をあてる。

金沢の地形と都心軸

金沢は、日本海に沿って南西から
北東に伸びる金沢平野と、その東側
にあり両白山地につながる台地・丘
陵部とが接する位置に広がる。台

伊伊
い と うい と う

藤藤　悟悟
さとるさとる

いう山の尾を示す地形名称ともいえ
る。その尾山を取り囲んで、藩政期
の幹道である北国街道が走り、街道
筋の町人町は近代以降、金沢の都心
軸を担うようになる。金沢の都心な
いし都心部は、その広がりが面的と
いうよりも、線状に伸びるため、都
心軸と呼ばれる。金沢城を取り囲む
ように、言い換えれば小立野台地先
端を取り巻くように都心軸の形成が
ある。

地・丘陵部のうち犀川と浅野川に挟
まれた小

こ だ つ の
立野台地は、両河川がもた

らした河岸段丘であり、先端に金沢
城が位置する（図１）。金沢の古称と
しての尾山は、まさに小立野台地と
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図１のように、北から下ってきた
北国街道は浅野川大橋（図中③）を
南へ渡った地点で、西の武蔵が辻
（①）方向へ右折する。この角には
1873 年（明治６）石川県里程元標
が設置された。そこから武蔵が辻ま
での間は尾張町と呼ばれ、加賀藩
祖・前田利家が生誕の地・尾張荒子
（現在の名古屋市中川区）から呼び
寄せた町人の居住地だった。藩政期
からの老舗が今でも残り、金沢の旧
都心軸といえる場所である。
武蔵が辻（①）は藩政期から今に
至るまで最もよく知られている「辻」
である。武蔵が辻の南東角には金沢
市民の台所と言われながらも、今日
インバウンド観光客で溢れかえる近
江町市場がある。西角に立つ 1973
年完成の「金沢スカイビル」は金沢
市で２番目の再開発ビルである。そ
の地は大正期、呉服屋が立ち（図２
aの左建物）、背後に住吉市場とい
う青果の卸売市場があった。住吉市
場は近江町市場の鮮魚卸売部門とと
もに、金沢駅の西（詳しくは図１中
の⑥注記配置付近）へ移転し、金沢
市中央卸売市場となる。武蔵が辻の
北角には北陸初の再開発事業によっ
て 1969 年に誕生したオフィスビル
があったものの、既に取り壊され、
2007 年都心居住マンションに生ま
れ変わっている。
北国街道は武蔵が辻から南に向か
うが、そのうち犀川大橋（④）まで
が一世紀以上にわたって金沢の都心
軸の役割を果たし続けている区間で
ある。武蔵が辻と香林坊（②）のほ
ぼ中間にある南町は、藩政期初頭か
ら金沢にあったという八つの町、す
なわち尾山八町の一つとされる。明
治期以降、金融機関の本支店や地元
新聞社本社が建ち並び、金沢の
FIRE産業集積の地であった。図２b
において通りの両サイドに写ってい
る煉瓦色の建物は、いずれも全国的
な金融・保険会社の支店である。た

だし、2000 年頃
から金沢駅の西側
に移転するものも
少なくない。跡地
にはホテルの進出
が目立ち、南町の
性格は大きく変質
しつつある。
南町の南にある
香林坊・片町は、
武蔵が辻周辺と並
ぶ金沢の商業中心
地である。そのう
ち香林坊は、金沢
神宮（香林坊大神
宮）を取り囲んで
映画館の立ち並ぶ
地であった。図２
cにおいて左側に
写っている赤茶色
屋根は同神社であ
り、ほぼ中央の奥
にみえる近代的な
建物は映画館であ
る。 香 林 坊 は
1980 年代中頃、
再開発により二つ
の大型商業施設が
誕生したことに
よって、一挙に中
心性を高めた。地
元百貨店が本店を
置き、金沢を代表

性格を強めた。
再び武蔵が辻に戻ると、武蔵が辻
から金沢駅（⑤）、さらに石川県庁
（⑥）までは金沢の新都心軸となる。
1970 年代は武蔵が辻周辺、1980
年代は香林坊が金沢における都市再
開発の中心であったが、その後は武
蔵が辻から金沢駅間に移った。特に
金沢駅周辺での再開発事業の進展は
目を見張るものがある。1993 年に
完成した金沢駅前の「ポルテ金沢」
は、今でも北陸 3県最高峰（130m）
のビルとして、金沢駅周辺のランド

する商業地の一つである。香林坊の
東は広坂と呼ばれ、ここも都心軸の
一角に見なされる。現在でも市役所
や国の出先機関のある行政地区であ
るが、2003 年の石川県庁移転、
2004 年の「金沢 21世紀美術館」開
館により、その雰囲気も様変わりし
た。香林坊の南の片町は、もともと
香林坊よりも商業集積の高かった場
所であるが、ここで 1923 年（大正
12）に創業した地元百貨店本店が上
述のように香林坊の再開発ビルに
1986 年移転後、飲食店街としての

ａ　東（尾張町側）からみた武蔵が辻ａ　東（尾張町側）からみた武蔵が辻

ｂ　尾山神社前から北方向をみた南町ｂ　尾山神社前から北方向をみた南町

ｃ　東（広坂側）からみた香林坊交差点ｃ　東（広坂側）からみた香林坊交差点

図２　1923年（大正12）頃の金沢古写真図２　1923年（大正12）頃の金沢古写真
　　　（金沢市立玉川図書館所蔵「金沢絵葉書」）　　　（金沢市立玉川図書館所蔵「金沢絵葉書」）
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マークになっている。この
ビルはホテルが主である
が、2006 年に同じ駅東口
前で複合商業施設として開
業した「金沢フォーラス」
は、金沢駅周辺を武蔵が辻
や香林坊に匹敵する商業中
心地へ一気に押し上げた。
新都心軸は、今や金沢駅
を超えて北西方向に延伸し
ている。その大きな吸引力
は 2003 年に広坂から移転
した石川県庁である。金沢
駅と石川県庁の間には、か
つて南町あたりにあったも
のを含めて FIRE 産業が再
集結しつつある。代表例を
あげれば、北國銀行本店
（移転 2014 年）や日本銀 かれている。今では土居は削られ、

その土で堀も埋められ、住宅や商店
などの土地利用に転換した。
ただし、惣構の両サイドを走って
いた道は、そのまま現在も残ってい
ることから、惣構の存在を明治期以
降の地図から読み取ることができ
る。読み取り易いのは図３cである。
同図の西端に「金」の大きな注記文
字があるが、その下を南北に２本の
道が間隔を変えながらも並走してい
る。これらは外惣構の両側にあった
道である。道は北に進むと１本は途
切れるものの、東別院の東側では再
び 2本になる（図３aに描かれてい
る外惣構の位置と対照されたい）。
内惣構も識別できる。下堤町や上堤
町の注記文字東側にある２本の道
が、それである。図３bや dでも惣
構に沿う２本の道が読み取れる。金
沢は城下町として多くの観光スポッ
トを抱えるが、城下町構造の遺構で
ある惣構の側道に関心を払っても良
いだろう。
藩政期から明治末期までの変化を
図３aと bで比較してみよう。図３
a中の南東にあり、大手堀の北にあ
る前田対馬守家の屋敷（同図中①）

ある。武蔵が辻の西は武蔵町、北は
安江町となる。北東には彦三町、南
東には十間町との注記文字がある。
武蔵が辻から国道 159・249・304
号が東に向かい、旧都心軸である尾
張町を貫通する。武蔵が辻から南に
向かう国道 157・305 号沿線が現
都心軸となり、武蔵が辻から北西・
金沢駅方向に伸び、中央分離帯のあ
る道沿いが新都心軸である。
金沢では城下町由来の道路が色濃
く残る。藩政期末の姿を描く「金沢
町絵図」（図３a）と最新の地理院地
図（図３d）を比較してみると、それ
がよく分かる。なかでも城下町の名
残を示すものとして注目したいのは
惣
そうがまえ
構を示す道筋である。金沢城と城

下の防備のため藩政期初め、内惣
構・外惣構という二重の惣構が造ら
れた。図３aの町絵図では、２本の
堀（および緑地）が南西から北東に
弧を描くが、これが惣構である。南
東側（城側）が内惣構、北西側が外
惣構になる。惣構は堀と城側に盛り
上げられた土居から構成される。土
居には竹や木が植えられたといい、
図３aでは堀の城側が緑地として描

行金沢支店（同 2023 年）になるが、
この他にも数多くの金融・保険会社
が移ってきた。マスコミでいえば、
中日新聞北陸本社は 2010 年から、
かつて大手町にあった NHK も
2018 年から、この地にある。

武蔵が辻周辺の変化

武蔵が辻は、新旧・現の都心軸３
本が交わるという意味で金沢の最重
要結節点といえる。その武蔵が辻周
辺の変化を城下町・金沢の典型例と
して、新旧地図から探りたい。金沢
は非戦災都市ゆえ地図上での、特に
街路の変化が乏しいとよく言われる
ものの、丹念に探ると興味深い事実
を読み取ることできる。むしろ、そう
いう都市だからこそ、他都市では見
過ごされる機微がある。図３では、a
～dの４枚の新旧地図を用意した。
まず、これらの図が示す範囲につ
いて最新の図３dで説明すると、同
図の南東隅が金沢城郭の一部とな
る。そこに描かれている水面は大手
堀であり、それ以南が金沢城郭とな
る。図のほぼ中央にあって、４本の
太い道を発する交差点は武蔵が辻で

200m

図３　武蔵が辻周辺の新旧地図図３　武蔵が辻周辺の新旧地図

ｂ　陸地測量部２万分１正式図「金澤」　ｂ　陸地測量部２万分１正式図「金澤」　
　　1909年（明治42）測図、1910年（明治43）発行　　1909年（明治42）測図、1910年（明治43）発行

ａ　金沢町絵図　1857年（安政４）頃ａ　金沢町絵図　1857年（安政４）頃
　　石川県立歴史博物館所蔵 大鋸コレクション　　石川県立歴史博物館所蔵 大鋸コレクション

①①

②②

③③

200m200m
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は、同図中で最も大きな区画であ
る。同家は加賀藩の重臣にあたる加
賀八家の一つである。東西 200m余
り、南北約 140m の敷地は明治に
なって、東西・南北の道が入り四分
割された。後に税務署や電話局が、
この地に設置される。南西にある前
田土佐守家の敷地（②）も東西を貫
く道路で分割された。さほど広くな
い武家の敷地の場合、道による分割
はないものの、敷地境界に道の生ま
れるケースが、両図を比較すると南
西部のあたりで多々見つけられる。
ちなみに、北西にある東末寺（東（本
願寺）別院）は敷地が広いものの、
武家地と違って道路で分割されるよ
うなことはなかった。
この他に明治期には、武蔵が辻か
ら尾張町に向かって、１本の道が開
通している。図３bでは武蔵が辻の
注記文字や神社記号の直ぐ南の道
（③）である。藩政期の北国街道は、
武蔵が辻から 70m ほど北上後、
200mあまり東進、そこで南進のう
え、③東の交差点から左折して、尾
張町を通るルートであった。言い換
えれば、図３b～ dにある武蔵が辻
の注記文字や神社記号の北側を迂回

していたわけである。それが 1904
年（明治 37）の「近江町丸焼け」と
呼ばれる火災で一帯が焼失した際、
武蔵が辻から尾張町へ直行する道路
が切り開かれたのである。図３bか
ら cへ目を転じると、武蔵が辻から
北東に向かう幅の広い道路（④）の
新設に容易に気づく。加えて、この
道路の北端を東西に走る道も新たな
登場である。ともに安江町から浅野
川までを焼き尽くした 1927 年（昭
和２）「彦三の大火」後に設けられた
道路である。この頃は、火災がなけ
れば新たな道路が生まれにくかった
のである。
図３dでは、武蔵が辻から北西の
金沢駅までが、ほぼ一直線の道路
（⑤）で結ばれるようになった。1927
年の最初の都市計画図から描かれて
いたものが、約70年を経た1996年、
ようやく開通した都市計画道路であ
る。このほかにも幅の広い都市計画
道路の開通ないしは延長が図３dか
ら読み取れる。一方で、武蔵が辻の
西にあって南北に走る小道（前述の
住吉市場を貫いていた道）や、武蔵
が辻から南東に向かう小道（近江町
市場を通り抜ける道）は、図３dでは

消えている。各地区の再開
発により完成したビルのな
かに、それらの小道が取り
込まれていったからであ
る。昭和になってからの道
路の地図上での出現や消滅
は、都市計画事業を背景と
するわけである。
最後に、城下町・金沢は
道路網が複雑と時に言われ
ることについて触れておき
たい。京都などの条坊制の
都市には到底及ばないが、
藩政期の金沢も地形の制約
を受けないところでは、東
西南北に走り、直交する道
が実は少なからずある（図
３aを再度ご覧いただきた

伊藤　悟伊藤　悟
1956年、秋田県
生まれ。金沢大
学名誉教授。専
門は都市・交通
地理学、地理情
報科学。詳細は
Researchmap 
.jp/read0009741

い）。道路網にイレギュラーをもた
らしているのは、もっぱら惣構であ
る。しかし、近代に入って車を通す
ために造られた幹線道路は、従前の
直交道路網をしばしば斜めに分断し
た。典型的な例は図３cの④や dの
⑤であり、その沿線では三角、五角
区画が発生し、特に⑤沿線では、再
開発で建設されたビルの側面が道路
と平行ではなく、道路とビル角の接
する特異的な景観が形成されてい
る。ちなみに、ここは金沢市によっ
て近代的都市景観創出区域の１つに
指定されている。新幹線で金沢駅に
着いた際には、武蔵が辻に向かう途
中で、是非そのような景観も眺めて
欲しい。いずれにしても、金沢の道
路網は歴史のレイヤーの重ね合わせ
から成り立っているのである。

200m200m200m200m

ｃ　陸地測量部2.5万分１地形図「金澤」　ｃ　陸地測量部2.5万分１地形図「金澤」　
　　1930年（昭和５）測図、1933年（昭和８）発行　　1930年（昭和５）測図、1933年（昭和８）発行

ｄ　地理院地図（2024年７月取得）ｄ　地理院地図（2024年７月取得）

④④
⑤⑤
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時は鎌倉、８代執権・北条時宗の世。時は鎌倉、８代執権・北条時宗の世。
モンゴル帝国第５代皇帝・クビライはモンゴル帝国第５代皇帝・クビライは
日本攻撃を命じ、日本側も防衛体制を日本攻撃を命じ、日本側も防衛体制を
整えて迎え撃つ「蒙古襲来」から2024整えて迎え撃つ「蒙古襲来」から2024
年で 750 年が経ちます。文永の役年で 750 年が経ちます。文永の役
（1274〔文永11〕年）と弘安の役（1281（1274〔文永11〕年）と弘安の役（1281
〔弘安４〕年）の２度の蒙古襲来を、地〔弘安４〕年）の２度の蒙古襲来を、地
図で読み解きます。図で読み解きます。

「金澤市鳥瞰圖」（Ｐ 38 ～
39）の表紙が特集内に掲載が叶
わず、こちらでご紹介します。
能「安宅」の冒頭部「かやうに

候ふ者は。加賀の国富樫の何某
にて候。さても頼朝義経御中不
和にならせ給ふにより。判官殿
十…」と朝顔を背景に敷き、そ
の上に歌川広重「六十余州名所
図会　加賀　金沢八勝之内蓮湖

歌川広重『六十余州名所図会　加賀　金沢八勝之歌川広重『六十余州名所図会　加賀　金沢八勝之
内蓮湖之漁火』（国立国会図書館）内蓮湖之漁火』（国立国会図書館）

蒙古襲来750年

之漁火」と「前田利家像」を重ね
合わせています。
吉田初三郎は「大正広重」と
自称して、歌川広重に自分を重
ね合わせていました。大正広重
による歌川広重の模写はいかが
でしょうか。前田利家像の原画
と合わせて、吉田初三郎の模写
の腕を御覧ください。

（編集長・小林政能） 紙本著色 前田利家像 個人蔵（Wikipedia）紙本著色 前田利家像 個人蔵（Wikipedia）

「金澤市鳥瞰圖」表紙・吉田初三郎筆・1932（昭和７）年「金澤市鳥瞰圖」表紙・吉田初三郎筆・1932（昭和７）年

地理院地図（2024年８月取得）地理院地図（2024年８月取得）

地理院地図上の「地理院地図上の「∴∴元寇防塁」の分布元寇防塁」の分布

2024年８月号（通巻623）で、誤りがありました。訂正して、お詫び申し上げます。
P.32・日本プロ野球 球団変遷図
（誤）大洋ロビンス→（正）大陽ロビンス
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